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第３章       生活支援に関する施策等

コラム４ 「もっと輝きたいママのためのライフ＆キャリアデザインブック」の作成　
－財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会の取組－

　財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会では、平成19（2007）年度に独立行政法人福祉医療
機構から子育て支援基金の助成を受けて、母子家庭の母等のキャリア形成支援事業を実施
し、日々仕事や子育てに忙しい母子家庭の母等が自分らしく働き、将来に向け着実に準備
を進める際の手助けを目的として「もっと輝きたいママのためのライフ＆キャリアデザイ
ンブック」を作成した。
　母子家庭の母が自立し、生活の質を向上させていくためには、自分のやりたい仕事やそ
のために必要なスキルなどを把握しつつ、自分や家族の将来を見据えた上で計画を立て、
実行していくことが重要である。ライフ＆キャリアデザインブックは、仕事や子育てに忙
しい日々を送っている母子家庭の母が、手軽に自己分析や将来に向けた計画を立てる際の
手助けとして作られている。
　具体的には、わかりやすいように全体を「１私について知ろう」「２私の適職を知ろう」
「３マネー知識を知ろう」「４人生をデザインしてみよう」の４つのステージに分け、さら
に各ステージをポイントごとに項目で分けるとともに、主体的に取り組めるようにチェッ
クシートを織り交ぜる等工夫しており、チェック欄に記入しながら読み進んでいくと、自
然と自己分析ができるようになっている。
　このライフ＆キャリアデザインブックを、地方公共団体やハローワーク等に対して配布
（全国母子寡婦福祉団体協議会のホームページ：http://www.zenbo.org/からダウンロー
ド可能）しており、これに加えて、実際に開催したキャリア形成支援セミナーの内容を踏
まえ作成したセミナーのカリキュラム事例を含む事業報告書を配布することにより、事業
の成果を広く活用することが可能となるようにした。

　母子生活支援施設は、配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子であって、その者
の監護すべき児童の福祉に欠けるところがあると認められる場合、当該母子を入所させて、必
要な生活指導を行い、社会的に自立させることを目的とする施設であり、平成19（2007）年３月
末現在、全国に297か所ある。また、入所理由別の入所状況は図表３－１－１のとおりである。
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